
　
近
年
、
大
学
が
所
蔵
す
る
貴
重

資
料
が
自
宅
の
パ
ソ
コ
ン
で
画
像

と
し
て
自
由
に
閲
覧
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
例
え
ば「
東

京
大
学
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ

ポ
ー
タ
ル
」と
い
う
サ
イ
ト
で「
解

体
新
書
」と
入
力
し
て
検
索
し
ま

す
。
前
野
良
沢
・
杉
田
玄
白
ら
が

ド
イ
ツ
語
の
オ
ラ
ン
ダ
語
訳
医
学

書『
タ
ー
ヘ
ル
・
ア
ナ
ト
ミ
ア
』を

日
本
語
に
翻
訳
し
た『
解
体
新
書
』

の
画
像
や
関
連
す
る
文
献
が
多
数

ヒ
ッ
ト
し
ま
す
。
オ
ラ
ン
ダ
語
の

原
本
の
方
は「
慶
應
義
塾
大
学
メ

デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
デ
ジ
タ
ル
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
」で
閲
覧
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
こ
れ
ら
の
取
り
組
み

は
大
学
の
社
会
貢
献
と
い
う
意
味

合
い
か
ら
も
広
く
普
及
す
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。（『
解
体
新
書
』は

「
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
」で
も
閲
覧
で
き
ま

す
）

　
さ
て
、今
回
は「
九
州
産
業
大
学

図
書
館
デ
ジ
タ
ル
ギ
ャ
ラ
リ
ー
」

の
引ひ

き

札ふ
だ

の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
注
目

し
ま
し
た
。
引
札
と
は
明
治・大
正

期
に
盛
ん
に
用
い
ら
れ
た
商
店
の

チ
ラ
シ
で
す
が
、
絵
柄
の
面
白
さ

に
特
徴
が
あ
り
ま
す
。
通
常
は
日

常
の
生
活
の
中
で
使
い
捨
て
ら
れ

る
も
の
で
す
か
ら
、
保
存
状
態
の

良
さ
は
期
待
で
き
ま
せ
ん
。
九
州

産
業
大
学
図
書
館
の
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
は
虫
食
い
や
折
れ
目
、破
れ
、擦

れ
、汚
れ
な
ど
が
な
く
、色
鮮
や
か

で
非
常
に
状
態
の
良
い
も
の
で
す
。

①�「
官
許
／
御
め
く
す
り
／
井
上

洗
薬
・
白
明
膏
／
筑
前
国
粕
屋

郡
上
須
恵
邨
　
斎
藤
久
兵
衛
謹

製
」

　
周
囲
の
枠
に「
た
だ
れ
め
・
は
や

り
め
・
の
ぼ
せ
め
」な
ど
、
多
数
の

眼
病
の
症
状
が
平
仮
名
で
書
か
れ

て
い
ま
す
。
上
須
恵
邨（
邨
は
村

に
同
じ
）は
厳
密
に
は
明
治
22
年

（
１
８
８
９
年
）以
前
の
呼
び
方
で
、

そ
れ
以
降
は
須
恵
村
大
字
上
須
恵

と
な
り
ま
す
が
、
厳
密
か
ど
う
か

が
確
定
で
き
ま
せ
ん
。

②�「
官
許
／
御
め
あ
ら
ひ
薬
／
本

家
調
合
所
／
筑
前
須
恵
　
田
原

善
五
郎
」

　
商
標
は
井
の
字
を
図
案
化
し
た

「
井
桁
」の
中
に「
上
」と
書
か
れ
て

い
ま
す
。
上
は
上
須
恵
を
意
味
し

て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

③�「
登
録
商
標
／
正
明
膏
／
須
恵

目
薬
／
筑
前
糟
屋
郡
上
須
恵
　

本
家
須
原
春
陽
堂
」

　
須
恵
目
薬
の「
目
」の
部
分
に
、

眉
と
目
の
絵
を
当
て
て
い
る
の
が

遊
び
心
で
す
。
そ
れ
に
よ
っ
て
一

層
目
を
惹
こ
う
と
い
う
工
夫
を
し

て
い
る
と
い
う
こ
と
に
も
な
り
ま

す
。
貝
の
図
案
に
つ
い
て
は
す
で

に
本
連
載
で
紹
介
し
た
こ
と
が

あ
り
ま
す（「
ま
ち
の
史
跡
め
ぐ

り
」第
２
０
７
回
、『
広
報
す
え
』

２
０
２
３
年
５
月
）。
商
標
と
し
て

の
登
録
は
明
治
36
年（
１
９
０
３

年
）で
し
た
。

④�「
免
許
／
青
明
膏
／
須
恵
目
薬

／
筑
前
糟
屋
郡
上
須
恵
　
本
家

須
原
氏
謹
製
」

　
貝
の
図
案
も
あ
り
、
③
と
ほ
ぼ

同
じ
内
容
で
す
が
、正
明
膏
が「
青

明
膏
」と
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が

違
い
ま
す
。
青
明
膏
と
い
う
目
薬

も
あ
っ
た
よ
う
で
す
。
①
に
あ
っ

た
白
明
膏
も
正
明
膏
に
似
た
商
品

名
で
す
。

⑤�「
登
録
商
標
／
正
明
膏
／
須
恵

目
薬
／
筑
前
粕
屋
郡
上
須
恵
　

本
家
玄
洋
堂
田
原
弥
三
製
」

　
商
標
は
米
俵
を
図
案
化
し
て
い

ま
す
。
田
原
と
俵
を
か
け
た
、
印

象
的
な
図
案
と
言
え
ま
す
。

⑥�「
登
録
商
標
／
目
薬
　
田
原
弥

水
／
筑
前
上
須
恵
有
名
眼
医
　

田
原
養
朴
先
生
御
真
剤
／
筑
前

上
須
恵
　
正
真
本
家
　
田
原
玄

洋
堂
謹
製
」

　
⑤
と
同
じ
玄
洋
堂
で
す
が
、
正

明
膏
は「
膏
」（
練
り
薬
）で
あ
る
の

に
対
し
、「
水
」は
点
眼
薬
を
意
味

し
て
い
ま
す
。

⑦�「
官
許
／
万
眼
水
／
御
目
く
す

り
／
筑
前
粕
屋
郡
須
恵
　
吉
松

総
兵
衛
」

　「
目
く
す
り
」の「
目
」を
眉
と
目

の
絵
で
表
現
し
て
い
る
の
は
③
④

と
同
じ
発
想
で
す
が
、
ど
ち
ら
が

先
か
は
分
か
り
ま
せ
ん
。
こ
ち
ら

は
大
字
須
恵
の
製
薬
・
売
薬
業
者

で
す
。

⑧�「
官
許
／
本
家
／
御
め
く
す
り

／
正
明
膏
／
筑
前
上
須
恵
　
調

合
取
次
所
」

　
上
須
恵
の
下
に「
田
原
」と
い
う

印
影
が
見
え
ま
す
。
②
の
調
合
所

に
対
し
、
こ
ち
ら
は「
調
合
取
次

所
」で
す
が
、そ
の
使
い
分
け
は
よ

く
分
か
り
ま
せ
ん
。

　
須
恵
町
で
は
江
戸
時
代
に
須
恵

村
の
岡
眼
科（
元
は
高
場
眼
科
）、

上
須
恵
村
の
田
原
眼
科
が
名
声
を

博
し
た
こ
と
か
ら
昭
和
戦
前
期
に

か
け
て
須
恵
目
薬
の
製
薬
、
売
薬

業
者
が
繁
栄
し
ま
し
た
。
そ
の
伝

統
の
上
に
町
外
に
出
て
薬
局
、
薬

剤
師
と
し
て
活
躍
す
る
人
た
ち
も

あ
り
ま
し
た
。

　『
須
恵
町
誌
』は
国
会
図
書
館
デ

ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
も
読
め

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
中

に
、
明
治
36
年（
１
９
０
３
年
）発

行
の『
九
州
薬
業
案
内
』か
ら
須
恵
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町
関
係
の
薬
業
家
の
名
を
引
い
て

い
ま
す（
原
本
の
誤
字
を
正
し
ま

し
た
）。

　（
須
恵
村
上
須
恵
）須
原
松
太

郎
・
田
原
弥
三
・
村
山
直
次
郎
・
売

薬
合
名
会
社
・
内
野
常
三
郎
・
村
山

有
奏
・
小
山
田
清
太
郎
・
田
原
卯

作
・
斎
藤
久
兵
衛
・
小
山
田
直
次

郎
・
合
屋
弥
四
郎
　（
須
恵
村
須

恵
）吉
松
繁
吉・吉
松
惣
兵
衛

　
①
斎
藤
久
兵
衛
、⑤
田
原
弥
三
、

⑦
吉
松
総
兵
衛（
惣
兵
衛
）の
３
人

が
一
致
し
ま
し
た
。

　
こ
の
内
、
田
原
弥
三
に
つ
い
て

は
ご
子
孫
に
当
た
る
樋
脇
由
利
子

さ
ん
が『
山
里
の
田
舎
な
れ
ど
も��

田
原
家
文
書
に
見
る
筑
前
上
須
恵

の
繁
栄
と
暮
ら
し
』（
２
０
２
４

年
）を
刊
行
し
て
お
ら
れ
ま
す
の

で
、
そ
れ
を
参
照
し
て
み
た
い
と

思
い
ま
す
。

【
田
原
彌
水
】

　
製
薬
業
は
彌や

三そ
う（

一
八
四
七
～

一
九
一
八
）の
時
代
に
更
に
躍
進

し
ま
す
。
明
治
政
府
の
も
と
、
製

薬
は
総
務
省（
当
時
の
名
称
は
内

務
省
…
…
石
瀧
）が
免
許
証
を
発

行
し
許
可
制
に
な
り
ま
し
た
。
明

治
二
十
四
年
に「
田
原
彌
水
」、
翌

年
に「
造
化
膏
」の
免
許
を
取
得
し

ま
す
。「
正
明
膏
」「
造
化
膏
」「
田
原

彌
水
」の
三
薬
を
主
力
商
品
と
し

て
販
路
を
拡
大
し
て
ゆ
き
ま
す
。

　
引
札
に
つ
い
て
も
次
の
説
明
が

あ
り
ま
す
。

　
製
品
の
宣
伝
チ
ラ
シ
を
引
札
と

い
い
、
木
版
や
銅
版
に
文
字
や
図

柄
を
彫
っ
て
印
刷
し
ま
し
た
。
表

紙
は
目
薬
の
引
き
札
を
コ
ラ
ー

ジ
ュ
し
た
も
の
で
す
。
人
目
を
引

く
デ
ザ
イ
ン
が
工
夫
さ
れ
て
お
り
、

「
田
原
」を
も
じ
っ
た「
俵
」印
が

ト
レ
ー
ド
マ
ー
ク
で
、
ア
ル
フ
ァ

ベ
ッ
ト
で
表
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

最
も
大
き
い
も
の
で
一
六
セ
ン
チ

四
方
で
、
大
黒
様
が
打
ち
出
の
小

槌
を
振
っ
て
い
ま
す
。
手
に
し
た

旗
に
は
、
俵
印
の
商
標
が
な
い
も

の
は
模
造
品
で
あ
る
、
と
注
意
を

呼
び
掛
け
て
い
ま
す
。
天
使
や
星

を
あ
し
ら
っ
た
西
洋
風
の
デ
ザ
イ

ン
も
あ
り
ま
す
。

①
井
上
洗
薬
白
明
膏
御
免
く
す
里

②
御
め
あ
ら
ひ
藥

③
正
明
膏
須
惠［
目
］藥

④
青
明
膏
須
惠［
目
］藥

⑤
正
明
膏
須
恵
目
藥

⑥
目
藥
田
原
彌
水

⑦
萬
眼
水
御［
目
］く
す
り

⑨『
山
里
の
田
舎
な
れ
ど
も
』表
紙

　「
筑
前
目
薬
」「
田
原
弥
水
」な
ど
の
引
札
を
コ
ラ
ー
ジ
ュ
し
て
い
る
。

⑩「
田
原
弥
水
」を
含
む
三
種
類
の
薬
の
引
札（
木
版
）

　（『
山
里
の
田
舎
な
れ
ど
も
』よ
り
）

⑧
本
家
正
明
膏
御
め
く
寿
リ

（�

い
ず
れ
も
九
州
産
業
大
学
図
書
館
所
蔵
）
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